
全国定員
園児数
利用率

福岡県定員
園児数
利用率

糸島市定員
園児数
利用率

全国
福岡県
糸島市

志免町
福津市
春日市
古賀市
宗像市
須恵町
大野城市
筑紫野市
宇美町
福岡市
太宰府市
新宮町
篠栗町
粕屋町
那珂川町
糸島市
久山町

 指標の説明 

 
指標の算出根拠 

基礎データの資料 

 
統計データ（グラフ）か

ら見る市の動向 

 

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり 

70.6  
71.9  68.5  

69.3  68.9  68.4  
67.6  66.7  65.3  

68.9  

72.9  73.2  
75.6  75.5  75.5  74.8  74.1  73.1  

79.0  

65.7  
56.5  

59.0  59.0  62.4  61.5  
58.7  

63.1  

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

H12 H17 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（％） 
全国、福岡県、糸島市の推移 

全国 

福岡県 

糸島市 

96.3  93.7  93.4  93.1  
88.2  85.7  

80.8  80.6  80.1  79.8  78.7  78.2  
72.4  70.9  65.6  63.1  

49.6  

40.0

60.0

80.0

100.0

志
免
町 

福
津
市 

春
日
市 

古
賀
市 

宗
像
市 

須
恵
町 

大
野
城
市 

筑
紫
野
市 

宇
美
町 

福
岡
市 

太
宰
府
市 

新
宮
町 

篠
栗
町 

粕
屋
町 

那
珂
川
町 

糸
島
市 

久
山
町 

（％） 
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２９年度】 

単純平均79.4 

 「幼稚園利用率」とは、幼稚園の定員に対する在園者数の割合で、教育行

政に係る指標として用いられる。 

 幼稚園利用率＝在園者数÷定員数 

 【在園者数：811人、定員数：1,285人（平成29年度・糸島市）】 

 

 資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」 

 平成29年度の糸島市の幼稚園利用率は、63.1％。平成12年度以降でみる

と、平成23年度までは一貫して減少していたが、平成24年度以降は増減を

繰り返し、平成12年度からの17年間で15.9ポイント減少している。 

 また、全国の65.3％と比べ2.2ポイント、福岡県の73.1％と比べ10.0ポ

イント低い。 

 福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に低い。 

 

 ※福岡都市圏全域の幼稚園利用率は80.8％ 

 ※福岡都市圏9市8町の幼稚園利用率の単純平均は79.4％ 

（31）幼稚園利用率  ６３．１％ 
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全国定員
在所児数
利用率

福岡県定員
在所児数
利用率

糸島市定員
在所児数
利用率

全国
福岡県
糸島市

須恵町
糸島市
粕屋町
福津市
志免町
久山町
篠栗町
古賀市
太宰府市
筑紫野市
大野城市

 指標の説明 

 
指標の算出根拠 

基礎データの資料 

 
統計データ（グラフ）か

ら見る市の動向 

 

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり 

98.9  
102.8  101.2  101.2  

101.8  

101.6  

101.4  

97.6  

96.8  105.2  

106.5  
106.7  107.5  

102.0  

100.7  
98.7  

98.2  

95.1  

112.3  
108.4  120.3  118.0  

100.1  

104.2  

91.5  

110.5  108.3  

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

H12 H17 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

（％） 
全国、福岡県、糸島市の推移 

全国 

福岡県 

糸島市 

108.9  108.3  106.9  106.9  106.0  104.2  103.5  100.4  99.5  95.8  95.8  

90.6  89.7  88.9  85.3  85.2  
79.9  

65.0

85.0

105.0

125.0

須
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糸
島
市 

粕
屋
町 

福
津
市 

志
免
町 

久
山
町 

篠
栗
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古
賀
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太
宰
府
市 

筑
紫
野
市 

大
野
城
市 

福
岡
市 

春
日
市 

宇
美
町 

那
珂
川
町 

宗
像
市 

新
宮
町 

（％） 福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２８年度】 

単純平均 96.5 

 「保育所利用率」とは、保育所の定員に対する在所者数の割合で、子育て

支援サービスなどの厚生労働行政に係る指標として用いられる。 

 保育所利用率＝在所者数÷定員数 

 【在所者数：2,665人、定員数：2,460人（平成28年度・糸島市）】 

 

 資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「社会福祉施設等調査報告」 

 資料：※調査に対する回答施設のみの集計による。 

 平成28年度の糸島市の保育所利用率は、108.3％。平成12年度以降でみる

と、増減を繰り返しており、16年間で4.0ポイント減少している。 

 また、全国の95.1％と比べ13.2ポイント、福岡県の96.8％と比べ11.5ポ

イント高い。 

 福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。 

 

 ※福岡都市圏全域の保育所利用率は93.1％ 

 ※福岡都市圏9市8町の保育所利用率の単純平均は97.4％ 

（32）保育所利用率  １０８．３％ 
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全国
教員数
一人当たり
福岡県
教員数
一人当たり
糸島市
教員数
一人当たり

全国
福岡県
糸島市

篠栗町
大野城市
太宰府市
福岡市
春日市
志免町
筑紫野市
粕屋町
那珂川町
福津市
新宮町
宇美町
須恵町
古賀市
糸島市
宗像市
久山町

 指標の説明 

 
指標の算出根拠 

基礎データの資料 

 
統計データ（グラフ）か

ら見る市の動向 

 

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり 

18.1 
17.3 

16.4 

16.2 16.0 

15.8 15.7 15.5 15.4 

19.9 

18.6 
17.5 17.2 17.0 16.9 

16.7 16.7 16.6 

19.8 

18.5 

16.4 
16.0 15.9 

16.1 15.7 15.7 15.4 

14.0

16.0

18.0

20.0

H12 H17 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（人） 
全国、福岡県、糸島市の推移 

全国 

福岡県 

糸島市 

19.9  19.7  19.5  19.4  19.4  18.9  18.9  18.7  18.6  18.2  17.8  17.8  16.9  
16.1  15.4  15.4  14.2  

10.0

15.0

20.0

25.0

篠
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野
城
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太
宰
府
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福
岡
市 

春
日
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志
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町 
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紫
野
市 

粕
屋
町 

那
珂
川
町 

福
津
市 

新
宮
町 

宇
美
町 

須
恵
町 

古
賀
市 

糸
島
市 

宗
像
市 

久
山
町 

（人） 
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２９年度】 

単純平均17.9 

 「小学校児童数（教員一人当たり）」とは、本務教員総数に対する児童総

数の割合で、学級編制や教員定数など、教育行政に係る指標として用いられ

る。 

 

本務教員：当該学校に籍のある常勤教員。 

 小学校児童数（教員一人当たり）＝児童総数÷教員総数（本務教員） 

 【児童総数：5,703人、教員総数：370人（平成29年度・糸島市）】 

 

 資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」 

 平成29年度の糸島市の小学校児童数（教員一人当たり）は、15.4人。平成12

年度以降でみると平成23年度以降はほぼ横ばいで推移しているものの減少傾向に

あり、17年間で4.4人減少している。 

 また、全国の15.4人と同じで、福岡県の16.6人と比べ1.2人少ない。 

 福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に少ない。 

 

  ※福岡都市圏全域の小学校児童数（教員一人当たり）は18.7人 

 ※福岡都市圏9市8町の小学校児童数（教員一人当たり）の単純平均は17.9人 

（33）小学校児童数  １５．４人（教員一人当たり） 
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全国
教員数
一人当たり
福岡県
教員数
一人当たり
糸島市
教員数
一人当たり

全国
福岡県
糸島市

志免町
粕屋町
春日市
福津市
太宰府市
大野城市
筑紫野市
篠栗町
福岡市
古賀市
須恵町
那珂川町
新宮町
宗像市
宇美町
糸島市
久山町

 指標の説明 

 
指標の算出根拠 

基礎データの資料 

 
統計データ（グラフ）か

ら見る市の動向 

 

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり 

15.9 

14.6 14.1 14.0 13.9 13.8 13.7 13.5 
13.3 

17.3 

15.7 14.8 
14.7 

14.6 

14.5 14.5 14.3 
14.0 

16.3 

14.6 14.8 14.7 14.7 14.4 14.2 13.8 
13.3 

13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

18.0

H12 H17 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（人） 
全国、福岡県、糸島市の推移 

全国 

福岡県 

糸島市 

17.4  17.0  16.8  16.3  16.1  15.8  15.8  15.6  15.5  15.2  15.2  14.9  14.5  14.1  
13.5  13.3  12.4  
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16.0

18.0

20.0

志
免
町 

粕
屋
町 

春
日
市 

福
津
市 

太
宰
府
市 

大
野
城
市 

筑
紫
野
市 

篠
栗
町 

福
岡
市 

古
賀
市 

須
恵
町 

那
珂
川
町 

新
宮
町 

宗
像
市 

宇
美
町 

糸
島
市 

久
山
町 

（人） 
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２９年度】 

単純平均15.3 

 「中学校生徒数（教員一人当たり）」とは、本務教員総数に対する生徒総

数の割合で、学級編制や教員定数など、教育行政に係る指標として用いられ

る。 

 

 中学校生徒数（教員一人当たり）＝生徒総数÷教員総数（本務教員） 

 【生徒総数：2,784人、教員総数：209人（平成29年度・糸島市）】 

 

 資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」 

 平成29年度の糸島市の中学校生徒数（教員一人当たり）は、13.3人。平

成12年度以降でみると平成17年度以降ほぼ横ばいで推移していたが、平成

27年度以降は減少傾向にあり、17年間で3.0人減少している。 

 また、全国の13.3人と同じで、福岡県の14.0人と比べ0.7人少ない。 

 福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。 

 

 ※福岡都市圏全域の中学校生徒数（教員一人当たり）は15.5人 

 ※福岡都市圏9市8町の中学校生徒数（教員一人当たり）の単純平均は 

  15.3人 

（34）中学校生徒数  １３．３人（教員一人当たり） 
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全国世帯
0-2歳・妻就業
福岡県世帯
0-2歳・妻就業
糸島市世帯
0-2歳・妻就業
全国
福岡県
糸島市

前原市世帯
二丈町世帯
志摩町世帯
前原市・妻就業
二丈町・妻就業
志摩町・妻就業

全国
福岡県
糸島市

糸島市
筑紫野市
古賀市
須恵町
福津市
福岡市
宇美町
大野城市
篠栗町
太宰府市
宗像市
久山町
志免町
新宮町

 指標の説明 

 
指標の算出根拠 

基礎データの資料 

 
統計データ（グラフ）
から見る市の動向 

 

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり】 

26.1  
29.8  

35.3  

43.1  

26.5  
30.5  

35.4  42.3  
28.0  

33.5  
40.0  

48.7  

0.0

20.0

40.0

60.0

H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移 

全国 

福岡県 

糸島市 

48.7  
43.9  

41.2  40.0  39.9  39.7  39.5  38.6  37.9  37.8  37.7  37.6  37.1  36.8  36.1  35.3  34.8  
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志
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新
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春
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那
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町 

（％） 
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】 

都市圏全域39.0 

 「０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合」とは、

０～２歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が就業している世

帯の割合で、女性活躍推進や子育て支援行政の指標として用いられる。 

 「０～２歳」というのは、子どもの数に関わらず、最年少の子どもの年

齢を指す。 

 就業割合＝①０歳～２歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻

が就業者である世帯÷②０歳～２歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯×100 

 【①：871世帯、：②1,789世帯（平成27年・糸島市）】 

 ※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。 

 

 資料：総務省統計局「国勢調査」 

 平成27年の糸島市の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割

合は、48.7％。平成12年以降でみると、15年間で20.7ポイント増加してい

る。 

 また、全国の43.1％と比べ5.6ポイント、福岡県の42.3％と比べ6.4ポイン

ト高い。 

 福岡都市圏内では、全17市町のうち最も高い。 
 

 ※福岡都市圏全域の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業 

   割合は39.4％ 

 ※福岡都市圏9市8町の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の 

   就業割合の単純平均は39.0％ 

（35）0歳～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯 

のうち妻の就業割合 ４８．７％ 
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全国世帯
0-2歳・妻就業
福岡県世帯
0-2歳・妻就業
糸島市世帯
0-2歳・妻就業
全国
福岡県
糸島市

前原市世帯
二丈町世帯
志摩町世帯
前原市・妻就業
二丈町・妻就業
志摩町・妻就業

全国
福岡県
糸島市

久山町
糸島市
宇美町
古賀市
宗像市
筑紫野市
篠栗町
福津市
須恵町
那珂川町
大野城市
福岡市
太宰府市
粕屋町

 指標の説明 

 
指標の算出根拠 

基礎データの資料 

 
統計データ（グラフ）
から見る市の動向 

 

【基本目標２】子どもが健やかに育つまちづくり 

44.9  49.3  51.7  
58.8  45.6  50.8  53.2  
59.4  

51.7  56.2  60.1  
69.2  

0.0
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（％） 全国、福岡県、糸島市の推移 
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福岡県 

糸島市 

69.9  69.2  
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町 

（％） 
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】 

都市圏全域53.9 

 「３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合」とは、

３～６歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が就業している世

帯の割合で、女性活躍推進や子育て支援行政の指標として用いられる。 

 「３～６歳」というのは、子どもの数に関わらず、最年少の子どもの年

齢を指す。 

 就業割合＝①３～６歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が

就業者である世帯÷②３歳～６歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯×100 

 【①：1,100世帯、：②1,590世帯（平成27年・糸島市）】 

 ※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。 

 

 資料：総務省統計局「国勢調査」 

 平成27年の糸島市の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割

合は、69.2％。平成12年以降でみると、10年間で17.5ポイント増加している。 

 また、全国の58.8％と比べ10.4ポイント、福岡県の59.4％と比べ9.8ポイン

ト高い。 

 福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。 
 

 ※福岡都市圏全域の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業 

   割合は53.9％ 

 ※福岡都市圏9市8町の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の 

   就業割合の単純平均は57.0％ 

（36）３歳～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯 

のうち妻の就業割合 ６９．２％ 
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